
令和 4年度	 自己点検・自己評価 
１．目的 
	 	 	 この自己点検・自己評価は、看護師養成所としての本校の「教育水準の維持・向上」と「創

意工夫のある教育の追及」を図るため、教育評価の一環として、組織的、継続的に実施するも

のである。 
２．方法 
	 （１）評価規準 
	 	 	 国の「看護師等養成所の教育活動に関する自己評価指針」（平成１５年７月２５日）に基づい

て行う。 
	 （２）評価点 
	 	 	 ９カテゴリー・１２５項目について、次のとおり３段階に数値化。 
	 	 	 	 よくあてはまる：３	 	 	 大体当てはまる：２	 	 	 当てはまらない：１ 
	 （３）評価者 
	 	 	 教職員全員 

 
	 本校では、新カリキュラム運営に備えて、平成３０年に教育課程編成委員会を設置、新たなカリ 
キュラムの編成に活かすべく、課題の検討、改善に取り組んできた。 
	 今年度は、新カリキュラム１年目であり、旧カリキュラムと並行して教育活動に取り組んだ。 
Ⅰ～Ⅸカテゴリーの評価について、自己評価を行ったため、結果を公表する。 

 

３．結果 
＜自己評価の要約＞ 
	 Ⅰ．教育理念・教育目的、Ⅱ．教育目標 
	 	 	 新・旧カリキュラム両方について取り組んでほしいが、新・旧カリキュラムが並行している

ため、全員が同じ温度で取り組むことは難しかった。新カリ学年と旧カリ学年で担当を分けて、

１年を乗り越えることができた。 
	 Ⅲ．教育課程経営 



	 	 	 人員不足のため、教員の担当科目や時間数は多くなり、臨地実習の引率と時期が重なり多重

となり、担任業務や授業準備の時間が取れないことが多い。自己研鑽のための研修なども参加

しづらい。看護部の臨床指導者に多くの授業時間を助けていただいている。 
	 Ⅳ．教授・学習・評価過程 

	 	 	 1 年の科目については新カリキュラムとなり、基本的な考え方を踏まえて授業内容について、
構築したが、授業内容が盛りだくさんとなった。「人体の構造と機能Ⅰ」や「疾患と治療の理解」

については、内容を詰め込みすぎて及第点に満たない学生が続出した。何度も学習に取り組ま

せ何とか習得に至った。５年度は、学習内容を精選し、授業進度を見直した。時間数が足りな

いと指摘を受けた科目については教科外を追加することとした。 
Ⅴ．経営・管理過程 

	 	 	 組織体制として、役割毎に業務分掌を明確にしているが、科目担当や実習担当、クラス担任、

教務事務など、少人数でこなさなければならないため、手が回らない状況である。授業と実習

が重なっている時期には実習施設へ終始滞在するため、学校へ帰ってこないことが多い。決定

事項などの情報共有ができにくい。学生生活の支援では、学習意欲の維持が続かない学生に対

して、忙しい中でも時間を割いて何度も面談し、本人と家族が納得のいく結果となるよう支援

を続けた。学習支援では、e テキストを導入して 2 年が経過した。e 教材を複数選び、自宅学
習がスムーズに取り組めるように試行した。課外授業は、学年の学習進度に合わせて計画し、

年間を通して取り組んだ。 
	 Ⅵ．入学 
	 	 	 ホームページ更新や年３回の学校訪問、５・７・９月に開催するオープンキャンパスやリク

ルート雑誌への掲載等様々な広報活動を実施しているが、定数確保につながっていない。今年

の入学試験では、指定校及び一般推薦入学試験は目標 20 名を超えたが、一般入学試験は一
次・二次ともに応募者がなく全体で 21 名に留まった。高校へ問い合わせたところ進路はほと
んど年内に大学を含めて推薦で決まっているとのことで、進路先の決定時期も早まっており、

2年にターゲットを移し、広報活動の時期を早める。 
	 Ⅶ．卒業・就業・進学 
	 	 	 進路について、希望した就職先に全員決定し、希望はかなった。卒業後の就職先との情報交

換については、宣誓式や卒業式などの行事に就職先の看護部長を招待して学生と記念撮影をす

るなど交流の場を持ち、１年間の学びの成果や看護研究をまとめた冊子などを配布し、学生の

成長や学校運営について知っていただける機会としている。卒業後は近況報告をいただける施

設もあるが、学校の教育課程を振り返る材料となるような情報を得る試みができないか方策を

練る。 
	 Ⅷ．地域社会・国際交流 
	 	 	 学校周辺地域にある高等学校から「学校防災教育実践モデル地域研究事業」への協力依頼が

あり、学校での防災訓練前に学生８人と参加、避難時に必要な搬送方法について指導しながら、

学校防災教育について学んだ。ボランティアクラブは、感染状況に左右されながらも地域で行

われている事業に徐々に参加、活動している。５年度も活動しようと準備に取り掛かっている。 
	 Ⅸ．研究 
	 	 	 人員不足の状況が３年続いている中で、授業や授業準備、実習引率や実習指導、クラス担任

としての学生支援、講師対応や教務事務など、研究思考で物事を見つめる余裕がない。 


